
平成　 年　 月　 日時点

�

（１）事業概要（１）事業概要（１）事業概要（１）事業概要

�単年度繰返

� 19 年度～

�開始年度不詳

�期間限定複数年度

平成 年度～ 【業務の流れ】

平成 年度まで

（２）トータルコスト（２）トータルコスト（２）トータルコスト（２）トータルコスト

（３）事務事業の手段・目的・上位目的及び対応する指標（３）事務事業の手段・目的・上位目的及び対応する指標（３）事務事業の手段・目的・上位目的及び対応する指標（３）事務事業の手段・目的・上位目的及び対応する指標
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イ

ア

イ

　

目
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　千葉県第２位の生産量を誇る旭市の花は、切

花・鉢花・観葉植物・洋ラン等、多種多様であり

様々な可能性を秘めている。この花に特化した交

流を展開し、「花のまち旭市」として広くＰＲを行う。

　近年の不況及び輸入品の増加等により、旭市のみ

ならず全国の花の生産量が減少傾向になっている。

なお、本事業の参加希望者は例年募集人数を超えて

おり、旭市の花の豊富さをＰＲし、認知度は広まってき

ているものの、旭市花産業全体の活性化まではたどり

着いてはいない。

　開始当初は、主催側の生産者の協力が少ない傾向に

あったが、平成22年度からは「旭市花卉生産者協議会」

を設置し、これまでバラバラに活動していた生産者が団

結し、この不況（花は嗜好品）を乗り切ろうという機運に

なっている。今後は、花の交流をきっかけに観光・商業等

への波及が重要となる。

・交流事業参加をきっかけに、旭の豊富な資源

と魅力を知り、自ら旭市へ来訪するリピーターと

なり、観光・消費など大きな広がりにつながる。

・市民が花と親しみ・愛するようになる。

・花の生産量・販売額が拡大する。

上

位

目

的

21年度 22年度 23年度 24年度 26年度

単位 （決算） （決算） （計画）

450人 220 180 330

（４）事務事業の環境変化、住民意見等（４）事務事業の環境変化、住民意見等（４）事務事業の環境変化、住民意見等（４）事務事業の環境変化、住民意見等

① 開始したきっかけは何か？どんな経緯で始

　まったか？

② 事務事業を取り巻く状況（対象者や根拠

　法令等）はどう変化しているか？開始時期

　あるいは５年前と比べてどう変わったか？

③ この事務事業に対して関係者（住民、議会、事業

　対象者、利害関係者等）からどんな意見や要望が

　寄せられているか？

・旭市で生産される様々な花を知り、購入につ

ながる。

・生産者が営業・販路を拡大するきっかけにな

る（能力向上）

・花の魅力と活用方法が広がる

25年度

市民へ旭の花（事業の理解度）が広め

られたイベント数

回 2 4 5 6

交流事業参加者がまた旭市に訪れた

いと思ったか。（アンケート及びイベント参

加者への聞き取り）

394 500

（計画）

④ さらに、どんな上位目的に結び付けるのか ⑧ 上位成果指標名（考え方）

（決算） （計画）

イ

生産者が協議会活動を通して「営業

能力を高められた」と実感した。 人 8 20 35

ア

協議会で参加したイベント売上額

＊ただし、交流事業は数字に表れにくいそ

の他の部分が多い

千円 - 100

40

協議会へ参加した生産者 人 10 25 40 50

1,876 1,882 1,882

③ 意図（対象がどのような状態になるのか） ⑦ 成果指標名（考え方）

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

単位 （決算） （決算） （決算） （計画） （計画） （計画）

② 対象（誰、何を対象にしているのか） ⑥ 対象指標名

21年度 22年度

手

段

① 主な活動 ⑤ 活動指標名

23年度 24年度 25年度 26年度

単位 （決算） （決算） （決算） （計画） （計画） （計画）

・東京都民、千葉県民

・協議会へ参加する生産者

・旭市民

東京都民 ＋ 千葉県民人口 万人 1,867

23年度と同様とするが、その他先進事業の調査研究

や旭市の魅力発信につながるイベントを行う
ウ オフィス緑化、花育活動実施回数 回 1 2 2 2

5 6・協議会主催交流イベントの開催

・各種イベントや商談会への参加

・オフィス緑化活動

・花育活動、・協議会の運営 イ 商談会（販路拡大）への参加回数 回 1 2

23年度実績（23年度に行った主な活動）

ア イベントの開催及び参加回数 回 4 3

3 4

24年度計画（24年度に計画している主な活動）

26年度

単位 （決算） （決算） （決算） （計画） （計画） （計画）

0 0

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

延べ業務時間 時間 536 345 508 508

トータルコスト(A)＋(B) 千円 3,114 1,941 3,608 3,230

人件費計  (B) 千円 2,037 1,311 1,930 1,930 0 0

　・交流体験事業　10人×8ｈ×1日＝80ｈ、・その他イベント　2人×8ｈ×6日＝96ｈ

　・花育活動　2人×4ｈ×5日＝40ｈ、オフィス緑化　1人×4ｈ×3日＝12ｈ

　・担当事務・準備　2人×8ｈ×15日＝240ｈ、役員会出席　2人×2ｈ×10日＝40ｈ

　●合計　508ｈ

人

件

費

正規職員従事人数 人 0.27 0.17 0.25 0.25

630 1,000 1,000

② 延べ業務時間の内訳　Ｈ23実績 事業費計  （A） 千円 1,077 630

　・需用費　1,412,220円（各種イベント時消耗品、花代、賄材料費、

　　　　　　　　　　　　　　　　ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ印刷費）

　・賃借料　  140,520円（イベント時バス借上等）

　・報償費及び役務費　 125,415円（各種講師料、参加者保険料）

　●合計　1,678,155円

事

業

費

財

源

内

訳

一般財源 千円 1,000

1,678 1,300 0 0

地方債 千円

その他 千円 77 0 678 300

都道府県支出金 千円

国庫支出金 千円

26年度

① 事業費の内訳（費目等）  Ｈ23実績 （決算） （決算） （決算） （計画） （計画） （計画）

単位

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

① 事業期間 ② 事業の内容　※何をどのようにする事業なのか、市民が理解できるよう記述する、行政用語は使わない

・旭市総合計画リーディングプランのひとつである「交流の郷」を実現させるためには、市民の力が重要であり、リーダーや担い手、後

継者が支えていくことが求められています。本事業は千葉県第２位の生産額を誇る旭市の多種多様な「花」に着目し、この様々な可

能性を秘めた花を使って都市住民との交流を広げることで、旭市の認知度を上げるとともに「花のまち旭市」としてのイメージアップを

図る。また、花産業の活性化はもちろん、継続的な来訪及び市の産品の売り上げ向上による経済効果を狙う。

・その他、地元生産者が都市部の消費者と交流を図ることで、消費者の求めるニーズの把握、新たな顧客の確保につなげる。

・事業実施団体は「旭市花卉生産者協議会」、役員13人、花卉農家126戸

平成

（事業関係）・花の交流イベントの企画～開催、商談会やその他イベントでの花のPR交流活動、オフィス緑化運動、花育活動の推進

（補助金関係）・市補助金申請（4月）→各種イベントや花育活動等の推進→イベント参加者から料金の徴収→市補助金実績報告（3月）
※全体像を記述⇒

施策の展開 5 交流事業の促進 根拠

法令

旭市補助金等交付規則

基本事業 288 都市との交流促進

02 01 07

１　現状把握（Ｄｏ）１　現状把握（Ｄｏ）１　現状把握（Ｄｏ）１　現状把握（Ｄｏ）

政策

体系

基本方針 5 活力と躍動感に満ちたまちづくり 予算

科目

会計 款 項 目

② 花育・花産地ＰＲ推進事業
主要事業 電話番号 62-5382

ｺｰﾄﾞ1 0157 医療福祉・食・交流の郷づくり事業

施策 1 農業の振興 一般会計

内線 272

平成 23 年度事後評価・決算 事務事業マネジメントシート 

24 7

所属班 政策推進班

27

課 企画政策課

事務

事業名
ｺｰﾄﾞ2



２　評価（Ｃｈｅｃｋ１）担当者による事後評価２　評価（Ｃｈｅｃｋ１）担当者による事後評価２　評価（Ｃｈｅｃｋ１）担当者による事後評価２　評価（Ｃｈｅｃｋ１）担当者による事後評価

�  見直し余地がある ⇒【理由】

�  結びついている ⇒【理由】

�  見直し余地がある ⇒【理由】

�  適切である ⇒【理由】

�  見直し余地がある ⇒【理由】

�  妥当である ⇒【理由】

�  見直し余地がある ⇒【理由】

�  妥当である ⇒【理由】

�  活動量を増やせば成果は向上する ⇒【理由】

�  活動量を増やさなくても、やり方を工夫することで成果は向上する ⇒【理由】

�  活動量を増やしたり、活動を工夫したりしても、今以上成果は向上しない ⇒【理由】

�  他に手段がある

事務事業名：（ ）

�  統廃合ができる ⇒【理由】

�  連携ができる ⇒【理由】

�  既に統廃合・連携している ⇒【理由】

�  統廃合・連携ができない ⇒【理由】

�  他に手段がない ⇒【理由】

�  削減余地がある ⇒【理由】

�  削減余地がない ⇒【理由】

�  削減余地がある ⇒【理由】

�  削減余地がない ⇒【理由】

�  見直し余地がある ⇒【理由】

�  公平・公正である ⇒【理由】

３　評価（Ｃｈｅｃｋ2）担当課長による評価結果と総括３　評価（Ｃｈｅｃｋ2）担当課長による評価結果と総括３　評価（Ｃｈｅｃｋ2）担当課長による評価結果と総括３　評価（Ｃｈｅｃｋ2）担当課長による評価結果と総括

（２）全体総括（振り返り、反省点）（２）全体総括（振り返り、反省点）（２）全体総括（振り返り、反省点）（２）全体総括（振り返り、反省点）

① 目的妥当性 �適切 �見直し余地あり

② 有効性 �適切 �見直し余地あり

③ 効率性 �適切 �見直し余地あり

④ 公平性 �適切 �見直し余地あり

４　今後の方向性（事務事業担当課案）（Ｐｌａｎ）４　今後の方向性（事務事業担当課案）（Ｐｌａｎ）４　今後の方向性（事務事業担当課案）（Ｐｌａｎ）４　今後の方向性（事務事業担当課案）（Ｐｌａｎ）

（１）今後の事業の方向性（複数選択可）（１）今後の事業の方向性（複数選択可）（１）今後の事業の方向性（複数選択可）（１）今後の事業の方向性（複数選択可） ※２～３年後を目処にした方向性※２～３年後を目処にした方向性※２～３年後を目処にした方向性※２～３年後を目処にした方向性 （３）改革・改善による期待成果（３）改革・改善による期待成果（３）改革・改善による期待成果（３）改革・改善による期待成果

�目的再設定 �行政関与の見直し

�事業のやり方改善による成果向上 �事業統廃合・連携（関連事業： ）

�事業のやり方改善による事業費削減 �事業のやり方改善による延べ業務時間削減

�受益機会の適正化 �費用負担の適正化

�廃止・休止

（２）改革改善案について（２）改革改善案について（２）改革改善案について（２）改革改善案について ※いつまでに、なにを、どうするのか？※いつまでに、なにを、どうするのか？※いつまでに、なにを、どうするのか？※いつまでに、なにを、どうするのか？

（４）改革、改善を実現する上で解決すべき課題（壁）とその解決策（４）改革、改善を実現する上で解決すべき課題（壁）とその解決策（４）改革、改善を実現する上で解決すべき課題（壁）とその解決策（４）改革、改善を実現する上で解決すべき課題（壁）とその解決策

①消費者側からの用途・趣向などの情報収集が常に必要

②開催イベント等の発信方法（企業との連携・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ・ﾈｯﾄ配信）の工夫

③現状の把握（売上の把握）

④

低下

①より上の発展を目指すには、生産者としてのレベルを上回る研究が必要

②事務も含めた運営を民間へシフトするための方策と協議会の自立促進（意識改革）

③

④

成果

向上 ○

維持

（廃止・休止の場合は記入不要）

コスト

削減 維持 増加

公

平

性

評

価

⑨ 受益機会・費用負担の

　　適正化余地

事業の内容が一部の受益者に偏っていて

不公平ではないか？受益者負担が公平・

公正になっているか？

　旭市の花農家の団結により、多種多様な市の花卉をＰＲしながら都市との交流活動を実施しており、現在もその

趣旨に沿い運営をしている。今後は旭の花産業の活性化から始まり、市全体の観光・産業・交流へ広がる発展を目

指していきたい。

（１）１次評価者としての評価結果（１）１次評価者としての評価結果（１）１次評価者としての評価結果（１）１次評価者としての評価結果

　景気の低迷はもちろん海外からの輸入も含め、今後も国内花産業は厳しい状況が続くと予想される

が、「花産業活性化による旭市の魅力発信」の場として行政からもバックアップして行きたい。事業とし

ては旭市の花卉の特色を活かした都市交流として軌道に乗りつつあるが、見直し余地を改善しながら

も、常に新しいメニューを考案していきたい。

効

率

性

評

価

⑦ 事業費の削減余地

（表面トータルコストの事業費部分）

事業費を削減できないか？（経費の精査、

過剰仕様の適正化、回数削減、住民の協

力、アウトソーシングなど）

　魅力が落ちない範囲でのイベントメニューやおもてなし内容の見直しによっては経費削減の余地がある。

⑧ 人件費の削減余地

（表面トータルコストの人件費部分）

やり方の工夫（業務プロセスの改善など）

や臨時職員の活用・委託により、正規職員

の延べ業務時間を削減できないか？

　参加対象者との連絡調整・他のイベントへの連携交渉など、細部では行政の比重が多いため、これらを徐々に民

間へシフトできれば人件費の削減は可能。

有

効

性

評

価

④　成果の現状水準

あるべき水準や目標に達しているか？近

隣市や類似団体と比較してどうか？

　近隣市では実施例はなく（南房総地区はあり）、体験メニューやイベントもバリエーション豊富だが、今後は例年同

じメニューにならないようにしていきたい。

⑤ 成果の向上余地

次年度以降の成果向上が期待できるか？

事務事業を取り巻く環境変化等を考慮する

とどうか？

　景気の低迷により花産業も悪化傾向にあるため、今後は花を使った様々な活用方法の発案、やり方の工夫、受

け入れ側の体験メニュー等の適宜更新を図ることで成果は向上する。

⑥ 類似事業との統廃合・連携の

    可能性
(1) 集客力の意ある市のイベント

目的を達成するには、この事務事業の他

（民間・国県を含む）に方法があるか？

↓

他に手段がある場合

(1)具体的にはどのような事務事業か？

(2)類似事業との統廃合ができるか？類似

事業との連携を図ることにより、成果の向

上が期待できるか？

(2)

　他の交流事業にととまらず、市の集客イベント等との連携、メディアや大手旅行会社との連携を広めることにより、

さらなる事業の活性化が図れる。

事務事業名

医療福祉・食・交流の郷づくり事業

花育・花産地ＰＲ推進事業

課名 企画政策課 班名 政策推進班

目

的

妥

当

性

評

価

① 政策体系との整合性

この事務事業の目的は市の政策体系に結

びつくか？意図することが上位目的に結び

ついているか？

　交流人口が増加することにより、花産業のみならず観光業の活性化や消費の拡大に伴い、市民の暮らしの向上

につながるものと認識している。

② 対象・意図の妥当性

対象を限定・追加すべきか？意図を限定・

拡充すべきか？

　都市を基点として情報を発信し始めており、対象の妥当性を図っている。また、市内の花卉生産者が団結し、都

市住民へ向けた交流の実施を図っており、今後は更なる熟成を重ねることで妥当性が図られる。

③ 行政関与の妥当性

なぜこの事業を市が行わなければならない

のか？税金を投入して実施すべきか？

　事業のやり方次第では、民間（生産者）による完全実施も可能だが、実際は市が主となり募集を展開していること

が参加者の申込につながっている部分が多い。今後は徐々に民間にシフトする方策を探っていきたい。


